
Neopyropia yezoensis

R4 R5
参考：R5 生産額は63.4億円

参考：R5 生産額は19.0億円

参考：R6 生産額は96.9億円

R4 R5

R5 R6

　沿岸の静穏な海域を利用して筏を浮かべたり、生簀を入れたりして海藻・貝・魚などをつくり育てる
漁業をいいます。宮城県ではノリ・マガキ・ギンザケ・ワカメ・マコンブ・マボヤ・ホタテガイなどの養殖が
盛んに行われています。

いけ す

本県では、江戸時代に県北部の気仙沼湾で養殖が始められ、その後、中部や南部
にも広がりました。昭和30年頃から人工採苗と養殖技術の進歩で外洋でも養殖が
行われるようになり、生産量が飛躍的に増えました。現在は加工工程のほとんどが
機械化され、均質な昧のよい乾のりが生産されています。

昭和50年に志津川湾で養殖が開始され、現在では全国第1位の生産量を誇っています。
内水面の養魚場で育てられた後、秋に海面の生け簀に移され、春から夏にかけて出
荷されます。活け締め処理を施した最高級ブランド「みやぎサーモン」は、宮城県で
初めて国の地理的表示（GI）※として登録されました。　

6月

7月下旬

ギンザケ・ホヤ以外の養殖生産物については宮城県漁業協同組合の共販実績、ギンザケ・ホヤについては宮城県漁業協同組合調べ。
。
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Giant Kelp

参考：R6 生産額は20.7億円

参考：R6 生産額は0.2億円

参考：R6 生産額は2.1億円

参考：R5 生産額は24.5億円

本県では昭和40年代に養殖が始められ、現在は気仙沼湾、追波湾を中心に生産さ
れています。本県のコンブは葉が柔らかい特性を活かして結びこんぶやすきこん
ぶなどに加工され、おでん等に使われています。

宮城県産は、活貝として高い需要があります。

本県では、昭和20年代後半から30年代初頭にかけて技術開発が行われ、その後、


